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陰?類 表 皮?胞 の1例
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(1)irecter:Proy.N.Kawamuプ α)

A61-year-oldmalevisitcdourhospitalwiththechiefcomplaintofamassintheright

scrotumonOctober4,1985.Undcrthediagnosisofintrascrotaltumor,themasswasresected

surgically.Itwasasubcutaneoustumor,andhadnorelationtoanyintrascrotalorgan,suchas

testis,epididymisorspermaticcord.Themasswas7x6×5cm.Pathologicaldiagnosiswas

epidermoidcystofthescrotum.Epidcrmoidcystofthescrotumisararediseaseandonly7cascs

havebcenreportcdillJapan.

Keywords:Epidermoidcyst,Scrotum

緒 言

陰嚢類表皮嚢胞は,睾 丸,副 睾丸,精 索とは別に陰

嚢内に発生する先天性良性腫瘍の一つであり,稀 な疾

患である.最 近,わ れわれは,61歳 男性に発生した陰

嚢類表皮嚢胞を経験したので報古する.

症 例

患者=61歳,男 性

主訴=右 陰嚢内無痛性腫瘤

初診:1985年10月4El

既往歴126歳,肺 結核にて胸郭形域術施行

家族歴=特 記することなし

現病歴lIO年 程 前より右陰嚢内腫瘤に気付いていた

が,自 覚症状がないために放置していた,今 回,精 査

を望んで来院.

入院時現症=体 格中等.栄 養良.胸 部理学的所見1

右胸郭形成術施行されている以外異常所見なし,腹 部

理学的所見上異常所見なし.

右陰嚢内に小 リンゴ大,弾 性軟,表 面平滑境界明瞭

な移動性のある腫瘤を触知した.圧 痛,透 光性なく,

皮勝との癒着もなかった.右 睾丸,副 睾丸は腫瘤のた

めに陰嚢下方に圧迫され,精 索は触知された.こ の腫

瘤 とは 別 に,縫 線近 傍の陰 嚢 表 面お よび陰 嚢 内 に小 豆

大か ら小指 頭 大 の腫 瘤 が 多数 触 知 され た(Fig.1).

検 査 成績 尿 検査=淡 黄 色,蛋 白(一),糖(一),

沈 渣,RBCl～5!hpf,wBC正 ～5/hpf,末 梢血 液 豫

WBC:7,500,RBC:463×10a,Hb=14.Ig/dl,Ht:

42.4%,赤 沈1時 間値33mm,血 液生 化 学,T.P..

7.39/dl,GoT・34u,GPT44u,LDH152u,

AIP126,T。BilO.5mggdl,BUN21mg/dl,Cr1.5

Fig.L外 陰部 所 見
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Fig.2.超 音波検査所見:陰 嚢内に60×42mm大 の

実質性腫瘤を認める.腫 瘤内部に低密度部を

多数認める.
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Fig.3.摘 出標本:腫 瘤は薄い被膜を有し,内 容は灰

白色泥状物質であった.
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Fig.4.組 織学的所見:?胞 壁は,重 層扁平上皮か ら

な り,中 に多量の角化物を認める.皮 脂腺や

毛髪などの皮膚付属器は認められない.
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日原,ほ か 類表皮襲胞 ・陰嚢

mg/dl,Na144mEq11,K4・ImEq!1,cllo6mEq

/1,Ca4・9mEq/1

X線 検査=静 脈性腎孟造影にて異常所見を認めなか

った,

超音波検査:陰 嚢内に60×42mm大 の実質性腫瘤

を認め,内 部に低密度部を多数認めた.腫 瘤は睾丸,

副睾丸とは独立していた(Fig.2).

以上 より,陰 嚢内腫瘍と診断し,1985年Il月8日,

摘出術を施行した.

手術所見:腫 瘤は,睾 丸,副 睾丸,精 索 とは結合組

織で区別された,腫 瘤を周囲組織か ら剥離し,ま た陰

嚢の他の小さな腫瘤も一塊 とし,一 部陰嚢皮膚も含め

て腫瘤摘出術を施行した.

摘 出標本所見:陰 嚢内腫瘤 の大きさは,7×6×5

cm,重 さ120g.腫 瘤は薄い被膜を有し,内 容物は,

灰白色泥状物質であった(Fig.3).

組織学的所見=嚢 胞壁は,重 層扁平上皮からなり,

中に多量の角化物を入れていた.皮 脂腺や毛髪などの

皮膚付属器はなく,類 表皮嚢胞と診断した(Fig.4).

考 察

睾丸 副睾丸,精 索と関係なく陰嚢内に発生す る

類表皮嚢胞は,稀 な疾患で,本 邦においては,関 根

(1974年)1)の 報告以来,著 者の調べた限 りでは,自 験

例を含め7例1→)の みである.ま た鈴木ら7)の皮様嚢

胞を加えた陰嚢内先天性嚢状腫瘍としては8例 のみで

ある(Tablel).

陰嚢部にみられる嚢胞の多くは,粉 瘤であり,先 天

性嚢胞は少ない8).

発生原因として,志 田e)は,縫 線上にはしばしば上

皮癒合異常により嚢状腫瘍が発生す る と報告してい

る,一 方,関 根1)は,睾 丸,副 睾丸,精 索と関係なく,

総鞘膜外に発生し陰嚢縫線上にない類表皮嚢胞の原因

を,奇 形腫の一型と考えたいと述ぺている.

自験例は,陰 嚢内および陰嚢表面に多数の類表皮嚢

胞を認めており,ま たそのすぺてが縫線に近い位置に

存在しているので,上 皮癒合異常に基づくとした方が

妥当と考えられる.

類表皮嚢胞と同様に皮膚あるいは皮下に生ずる嚢胞

には,そ の他,皮 様嚢胞(deimoidcyst),粉 瘤(sc-

baceouscyst)な どがあるが,こ れらは肉眼的に区別

することは困難とされている1ω,

類表皮i塵胞は,組 織学的に,嚢 胞壁が重層扁平上皮

のみからなり,中 に多量の角化物を入れており,ま た
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皮脂腺や毛髪などの皮膚付属器がない.皮 様嚢胞は,

皮膚付属器を含んでいる.ま た粉瘤は,皮 脂腺の貯溜

嚢胞であり,嚢 胞壁は薄く,単 層ないし数層の扁平上

皮細胞でおおわれ,脂 肪,上 皮細胞,コ レステリン結

晶などからなる灰白色泥状物質を満たしている11).

類表皮嚢胞は,一 般に良性とされてお り,悪 性化す

ることは極めて稀である.本 症と類似した臨床所見を

呈する粉瘤の悪性化は,O.3～0.5%程 度 とされ てい

る11).陰 嚢 内腫瘤を臨床上良性腫瘍と診断した場合で

も,摘 出術を行 うぺきと考える.ま た,本 症の場合,

壁の取 り残しがあれば,再 発の可能性もあり,完 全に

摘出する必要がある.自 験例も臨床的に陰嚢内良性腫

瘍と診断して手術を施行し,腫 瘍全体を摘出し得た.

自験例は,61歳 で,本邦報告例中の最年長であり,腫

瘤の大きさも,関根1)の42歳症例に次いで大きかった.

結 語

61歳 男性の陰嚢内に発生した類表皮?胞 の1例 を経

験したので,若 干の考察を加えて報告した.
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